
 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 コドモファンド 
追加型投信／内外／株式／ファンド・オブ・ファンズ 

 

運用報告書（全体版） 

第４期（決算日 2017年 2月 27日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■お問合せ先 

クローバー・アセットマネジメント株式会社 

〒104-0031東京都中央区京橋三丁目 3-4 京橋日英ビル 3階 

[ホームページ] https://www.clover-am.co.jp 

[電話] 03-6262-3923 / [通話料無料ダイヤル] 0800-5000-968 

[営業時間] 9：00～17：00 (土日祝日・年末年始を除く) 

商 品 分 類 
追加型投信／内外／株式／フ
ァンド・オブ・ファンズ 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

複数のファンドに分散投資を
行う、ファンド・オブ・ファンズ方
式により、投資家の方々に長
期の株式投資を提供すること
を目的にし、信託財産の長期
的な成長を目指した運用を行
います。 

主要運用対象 国内外の投資信託証券 

組 入 制 限 

① 投資信託証券への投資割
合には制限を設けません。 

② 同一銘柄の投資信託証券
への投資割合は、原則とし
て信託財産の純資産総額
の 50％未満とします。但し、
信託約款又は規約等にお
いてファンド・オブ・ファンズ
にのみ取得されることが定
められている投資信託証券
については制限を設けませ
ん。 

③ 外貨建資産への投資には
制限を設けません。 

④ 株式への直接投資は行い
ません。 

⑤ デリバティブの直接利用は
行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分
配金額は、委託会社が基準価
額水準、市況動向等を勘案し
決定します。（分配を行わない
こともあります。）当ファンドは
分配金再投資専用とします。 

受益者の皆さまへ 

平素は「コドモファンド」に格別のご愛顧を賜
り、厚く御礼申し上げます。 
当ファンドは、このたび第４期決算を行いました
ので、当期の運用状況をまとめております。 
当期間も信託財産の長期的な成長を図ること

を目的とした運用を行って参りましたこと、合わ
せてご報告申し上げます。 
今後も、皆さまの長期投資の充実のため、努

めて参りますので、より一層のお引き立てを賜り
ますよう、お願い申し上げます。 

https://www.clover-am.co.jp/
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設定来の運用実績 

 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注 2）当ファンドは、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

当期中の基準価額等の推移 

 

（注 1）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注 2）当ファンドは、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

基  準  価  額 ベンチマーク(参考指数等） 投資信託      

受益証券 投資証券 純資産

組入比率 組入比率 総  額

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

１期　２０１４年２月２５日 10,711 0 7.1 - - 92.9 - 3,005 

２期　２０１５年２月２５日 13,030 0 21.7 - - 88.2 - 3,760 

３期　２０１６年２月２５日 12,117 0 △7.0 - - 96.1 2.3 4,164 

４期　２０１７年２月２７日 14,630 0 20.7 - - 84.8 2.3 5,006 

決 算 期
（分配落）

税  込

分配金

期  中

騰落率

期  中

騰落率

投資信託

年　月　日 基準価額 ベンチマーク(参考指数等) 受益証券 投資証券

騰落率 騰落率 組入比率 組入比率

円 ％ ％ ％ ％ 

(期 首)2016年 2月25日 12,117 - - - 96.1 2.3 

2月末 12,286 1.4 - - 96.1 2.3 

3月末 13,234 9.2 - - 95.3 2.3 

4月末 13,243 9.3 - - 93.1 2.2 

5月末 13,387 10.5 - - 94.1 2.2 

6月末 12,393 2.3 - - 95.0 2.2 

7月末 12,936 6.8 - - 94.5 2.3 

8月末 12,651 4.4 - - 94.2 2.3 

9月末 13,036 7.6 - - 95.5 2.2 

10月末 13,319 9.9 - - 93.5 2.1 

11月末 13,626 12.5 - - 87.2 2.2 

12月末 14,084 16.2 - - 83.0 2.3 

1月末 14,526 19.9 - - 83.6 2.2 

(期 末)2017年 2月27日 14,630 20.7 - - 84.8 2.3 
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当期の運用状況と今後の運用方針 

【期中の基準価額の推移】 

当ファンドの第 4期（2016年 2月 26日～2017年 2月 27日）の年次運用状況をご報告いたします。 

当期の基準価額の推移は、2016 年 6月 27日に 12,037 円の最安値を付け、2017年 2 月 23日に 14,665

円の最高値を付けました。設定から当期末までの基準価額の騰落率は+46.3％、当期の騰落率は

+20.7％となりました。 

 

 

【基準価額の主な変動要因】 

世界各国の株式市場の変動により、組入れファンドの基準価額変動があり、当ファンドの基準価

額も変動します。今期は、主に日本株へ投資する組入れファンドの比率が高いため、日本株式市場

の影響を最も大きく受けたことが、基準価額の上昇要因となりました。また、為替については特に

影響のある米ドル/円は、期中通算で見ると結局大きな変化はなく、基準価額の主な変動要因とはな

りませんでした。 

 変動要因についての詳細は後述（3 頁）の『投資環境』の通りです。 
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【基準価額のハイライト】 

 基準価額 日付 

安値 12,037円 2016年 6月 27日 

高値 14,665円 2017年 2月 23日 
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【当ファンドのベンチマークとの差異】 

当ファンドの目的・特色に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび

参考指数を設定しておりません。従って、当ファンドとベンチマークおよび参考指数との対比グラ

フは表示しておりません。 

 

 

当ファンドの運用経過 

当ファンドは、期初から、TOPIX 連動型投信を徐々に売却、キャッシュ比率を増やしながら、ゆ

っくり、ひふみ投信に追加投資、6 月 23 日のブレクジットによる下落のタイミングでは、ザ・2020

ビジョンを追加で買い付けました。 

9 月の中旬の足踏み状態のときにアトランティス・ジャパン・オポチュニティーズ・ファンドに追

加投資。 

また、米大統領選後のトランプラリー相場の中で、11 月中に TOPIX 連動型投信を売り切り、12

月から、さわかみファンドも売り始めて、2017 年はじめからは 14％程度のキャッシュ比率を維持し

ています。また、基準価額も 2017 年 年初から、設定来高値を随時更新しています。 

 

 

投資環境 

今期は、2016 年 年初から起こった急激な世界同時株安が、やっと一段落した状態からのスター

トでした。米国の金融緩和の出口戦略が、今後も継続的に続いていくという状態の中で、6 月の英国

のＥＵ離脱の是非を問う国民投票、11 月には米国の大統領選挙という大きなイベントが控えていた

特異な一年でした。 

6 月の英国国民投票については、キャメロン政権が、国内を再結束させるために行う形式的なもの

というとらえ方が強く、特に金融業界の知識人ほどブレクジットの可能性を完全に否定しており、

直前までそれほど大きなインパクトをもたらすイメージはありませんでした。前日までに徐々に加

熱してきた事前調査では、「離脱派が残留派を上回っている」というような話も一部ありましたが、

何でも賭けの対象にしてしまうイギリスのブックメーカーのオッズから見ても、当然英国はＥＵ残
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留となるというのが大方の予想でした。しかしながら、実際には 6 月 23 日の投票でＥＵ離脱派が劇

的な勝利を収め、株式市場に大きな衝撃を与えました。結果が明らかになった時点で開いていた主

要な株式市場は日本だけだったので、特に大きな衝撃を受けましたが、その後「2 年以上かけて行わ

れる離脱への動きをじっくり見定めるべき」との見方が大勢を占め、各市場は安定に向かいました。 

また、11 月の米国大統領選挙に向けて、クリントン、トランプ両氏の選挙運動が熱を帯びてくる

中、多くのマスメディアの世論調査では、クリントン氏優位が続きました。結果、大方の予想を覆

して、トランプ氏が大統領に当選。大暴落の「悪夢」が出現したのは、その当日の日本株式市場だ

け。直後の勝利演説が意外と融和的な発言であったことや、大幅減税や大型公共投資による強力な

経済刺激策への期待感から、急激な株価上昇（トランプラリー）が巻き起こりました。このときも

日経平均は 1000 円以上乱高下しましたが、結局次の日から、ＮＹ発で世界中の株式市場が上昇に転

じ、一気にムードが好転しました。特に、ＮＹ市場は年明けからも、最高値更新が続きました。ド

ル資金の米本国への還流から、ダメージを受けることが懸念された新興国についても、それほど大

きなダメージはありませんでした。年明けには、日本株式市場だけが、1 月中旬のトランプ大統領の

円安懸念発言に反応した円が上昇し、株価は足踏みを始めました。 

いずれにしても、ブレグジット、トランプ大統領の出現で反グローバリズム、ポピュリズムの台

頭が懸念され、トランプ大統領の政策も議会の反対に合うなど、今後も不安定な状況が続くのは間

違いありません。ただ、実際の経済環境は好転してきており、1980 年代から続いて来た金利の低下

も、徐々に反発をはじめており、債券から株式へのグレートローテーションは、今後加速していく

でしょう。 

 

 

今後の運用方針 

今後は経済環境の好転、米トランプ政権の積極的な経済政策への期待感から相場の上昇が期待さ

れるものの、その政策運営が財政面でブレーキがかかる可能性や、ヨーロッパ主要各国の選挙によ

っては EU の弱体化が顕在化するなど、新たな問題が起こることを、期後半に想定しています。特

に米国株式市場の高値更新は期前半には減速すると見ています。タイミングを見ながら、コムジェ

スト・グロース・アメリカを売却、一旦はキャッシュもしくは債券の ETF の導入も検討。新しく組
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入れするコムジェスト・グロース・ワールドやアトランティス・ジャパン・オポチュニティーズ・

ファンドﾞ等にも資金を振り分けていく予定です。 

また、新興国市場、特にアジアにも注目していく予定で、新ファンドも含め検討中です。 

今のところ、期待値が上がっているのか、お客様からの追加投資も増えてきており、今後もお客

様と二人三脚で、世の中の流れと組み入れファンドの動きに注目しながら、慎重かつ果敢に運用し

ていく所存です。御支援のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

分配金 

基準価額の水準、並びに市場環境等を考慮し、当期の分配については 0円とさせていただきまし

た。なお、収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、元本部分と同様に運用いたし

ます。 

項             目 
当        期 

（2016年 2月 26日～2017年 2月 27日） 

当期分配金(税込み)  0円 

  当期の収益 -  

  当期の収益以外 -  

翌期繰越分配対象額 4,629  

(注 1) 当期の収益は経費控除後の配当等収益および経費控除後の有価証券売買等損益、当期の収益以外は収益調整金およ

び当期の収益以外は収益調整金および分配準備積立金です。 

(注 2) 円未満は切捨てして表示しております。  

 

 

 

2016年 2月 26日から 2017年 2月 27日までの期間に実施した信託約款の変更はありません。 

 

お知らせ 
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１万口当たりの費用明細 

 

項目 
当期 

項目の概要 
（2016年 2月 26日～2017年 2月 27日） 

  金額（円） 比率（％）   

（ａ）信託報酬 144  1.088  
(a)信託報酬＝期中の平均基準価額

×信託報酬率 

（投信会社） (82) (0.619) ・委託した資金の運用の対価 

（販売会社） 
(58) (0.438) 

・交付運用報告書等各種書類の送付、

口座内でのファンドの管理、購入後

の情報提供等の対価 

（受託銀行） (4) (0.030) 
・運用財産の管理、投信会社からの

指図の実行の対価 

（b）売買委託手数料 4  0.030  
(b) 売買委託手数料＝期中の売買委

託手数料／期中の平均受益権口数 

（投資信託受益証券） (4) (0.030) 
・投資信託受益証券の売買に係る支

払手数料 

（c）保管費用等 1  0.008  (c)保管費用等＝期中の保管費用等

／期中の平均受益権口数 

合計 149  1.125    

期中の平均基準価額は 13,241 円です。 

（注 1）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、 

        簡便法により算出した結果です。 

（注 2）各金額は項目毎に円未満は四捨五入して表示しております。 

（注 3）各比率は項目毎に小数点以下第 4位を四捨五入して表示しております。 
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期中の売買及び取引の状況 

 

（注 1）金額は受渡し代金です。 

（注 2）買付（ ）内は分割割当、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

（注 3）売付（ ）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。 

（注 4）金額の単位未満は切捨てして表示しております。 

 
 

 

区分 

当期 

買付額等 
Ａ 

 
売付額等 

Ｃ 

 

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ 
／ 
Ａ 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ 
／ 
Ｃ 

その他有価証券 
百万円 

118 

百万円 

0 

％ 

0 

百万円 

146 

百万円 

0 

％ 

0 

 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第 11条第 1項に規定される利害関係人であり、当フ

ァンドに係る利害関係人とは株式会社ルネットです。 

 

投資信託受益証券 ( 2016年2月26日から2017年2月27日まで )

決算期

単位数又は口数 金　　　額 単位数又は口数 金　　　額

国内 千口 千円 千口 千円 

さわかみファンド - - 76,253.489 170,000 

(-) (-) 

TOPIX連動型投信 - - 548.8 787,663 

(-) (-) 

ひふみ投信 30,274.363 100,000 - - 

(-) (-) 

ザ・2020ビジョン 45,413.261 50,000 - - 

(-) (-) 

アメリカ 千口 千ｱﾒﾘｶ･ﾄﾞﾙ 千口 千ｱﾒﾘｶ･ﾄﾞﾙ 

Atlantis Japan Opportunities Fund 528.916071 1,500 - - 

(-) (-) (-) (-) 

売      付買      付

利害関係人との取引状況   
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第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 
  
当期中における委託会社の自己取引はありません。 

 
 

自社による当ファンドの設定・解約状況 
 

期首残高 
（千円） 

当期中の 
設定元本 
（千円） 

当期中の 
解約元本 
（千円） 

当期末の残高 
（千円） 

取引の理由 

7,955 － － 7,955 － 

 
 

組入資産の明細 

 

（注 1）合計欄の＜＞内は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注 2）評価額の単位未満は切捨てして表示しております。 

（注 3）各比率は項目毎に小数点以下第 2位を四捨五入して表示しております。 

国内投資信託受益証券

単位数 評　　価　　額 比率

千口 千円 ％ 

SBI小型成長ジェイクール 1 17,235 0.3 

さわかみファンド 150,615.291 339,682 6.8 

SBI中小型成長ネクストジャパン 4 95,952 1.9 

TMAファンド 316,905.373 614,321 12.3 

SBI中小型割安ジェイリバイブ 33.5 864,032 17.3 

コムジェスト・ヨーロッパ 167,528.99 286,910 5.7 

コムジェスト・エマージング 23,832.222 36,849 0.7 

ひふみ投信 173,868.638 664,525 13.3 

ザ・2020ビジョン 595,051.45 790,049 15.8 

合計  　金　　額 1,427,840.464 3,709,558 74.1 

銘柄数 <比率> 9 銘柄 <74.1%> 

2017年2月27日現在

銘柄
当　期　末
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外国投資信託受益証券

単位数 外貨建金額 邦貨換算金額 比率

千口 千アメリカ・ドル 千円 ％ 

(アイルランド)

Atlantis Japan Opportunities Funｄ 1,431.266585 4,386 492,114 9.8 

(アメリカ)

Vanguard S&P 500 ETF 1.761 382 42,945 0.9 

アメリカ・ドル通貨計  　金　　額 1,433.027585 4,769 535,059 10.7 

銘柄数 <比率> 2 銘柄 <10.7%> 

合計  　金　　額 1,433.027585 - 535,059 10.7 

銘柄数 <比率> 2 銘柄 <10.7%> 

外国投資証券

単位数 外貨建金額 邦貨換算金額 比率

千口 千アメリカ・ドル 千円 ％ 

(アイルランド)

Comgest Growth America 51.167964 1,012 113,595 2.3 

アメリカ・ドル通貨計  　金　　額 51.167964 1,012 113,595 2.3 

銘柄数 <比率> 1 銘柄 <2.3%> 

合計  　金　　額 51.167964 - 113,595 2.3 

銘柄数 <比率> 1 銘柄 <2.3%> 

2017年2月27日現在

銘柄

当　期　末

評   価   額

2017年2月27日現在

銘柄

当　期　末

評   価   額

（注 1）邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。なお、2月

27日における邦貨換算レートは、1アメリカ・ドル＝112.18円です。 

（注 2）＜ ＞は純資産総額に対する各国別投資信託受益証券、投資証券評価額の比率です。 

（注 3）評価額の単位未満は切捨てして表示しております。 

（注 4）各比率は項目毎に小数点以下第 2位を四捨五入して表示しております。 
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投資信託財産の構成 

 

（注 1）評価額の単位未満は切捨てして表示しております。     

（注 2）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

    なお、2月 27日における邦貨換算レートは、1アメリカ・ドル＝112.18円です。 

（注 3）当期末における外貨建資産(649,605 千円)の投資信託財産総額(5,088,184千円)に対する比率は、12.8%です。 

（注 4）各比率は項目毎に小数点以下第 2位を四捨五入して表示しております。 

 

 

資産、負債、元本及び基準価額の状況 

 

 

 

 

2017年2月27日現在

評  価  額 比   率

千円 ％ 

投資信託受益証券 4,244,617 83.4 

投資証券 113,595 2.2 

コール・ローン等、その他 729,971 14.4 

投資信託財産総額 5,088,184 100.0

項       目
当  期  末

項            目 当     期     末

（Ａ）資産 5,088,184,225円

    コール・ローン等 729,971,188  

    投資信託受益証券　　（評価額） 4,244,617,998  

    投資証券　　　　　　（評価額） 113,595,039  

（Ｂ）負債 81,980,695  

    未払解約金 68,349,881  

    未払信託報酬 13,630,814  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 5,006,203,530  

    元本 3,421,922,405  

    次期繰越損益金 1,584,281,125  

（Ｄ）受益権総口数 3,421,922,405口

    １万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 14,630円

2017年2月27日現在

（注） 期首元本額 3,437,196,649円 

 期中追加設定元本額 89,829,863円 

 期中一部解約元本額 105,104,107円 



- 11 - 

 

 

損益の状況 

 
（注 1） （Ｂ）有価証券売買損益は、期末の評価替えによるものを含みます。 

（注 2） （Ｃ）信託報酬等には、信託報酬等に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注 3） （Ｆ）追加信託差損差益とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本

を差し引いた差額分をいいます。 

（注 4） 計算期間末における解約に伴う当期純利益金額分配後の配当等収益から費用を控除した

額（10,440,408円）、解約に伴う当期純利益金額分配後の有価証券売買等損益から費用を

控除し、繰越欠損金を補填した額（515,154,484円）、投資信託約款に規定される収益調整

金（703,152,844円）及び分配準備積立金（355,533,389円）より分配対象額は

1,584,281,125円（1口当たり 0.462980円）であります。分配は行っておりません。 

 

 

組入ファンドの内容と為替レートの動き 

以下は当ファンドが投資対象としているファンドの現況です。貸借対照表の資産の部に計上され

た投資信託受益証券および投資証券はこれらのファンドです。各ファンドにおいて、現時点で入手

できる直近の情報を記載しております。 

項             目 当          期

（Ａ）配当等収益 11,056,010円

      受取配当金 11,248,190  

      支払利息 △ 192,180  

（Ｂ）有価証券売買損益 889,897,724  

      売買益 908,152,339  

      売買損 △ 18,254,615  

（Ｃ）信託報酬等 △ 50,048,944  

（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 850,904,790  

（Ｅ）前期繰越損益金 30,223,491  

（Ｆ）追加信託差損益金 703,152,844  

      （配当等相当額） (266,421,795) 

      （売買損益相当額） (436,731,049) 

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 1,584,281,125  

      次期繰越損益金（Ｇ） 1,584,281,125  

      追加信託差損益金 703,152,844  

      （配当等相当額） (266,421,795) 

      （売買損益相当額） (436,731,049) 

      分配準備積立金 881,128,281  

当期  自 2016年2月26日  至 2017年2月27日
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１.ＳＢＩ中小型割安成長株ファンド ジェイリバイブ（適格機関投資家専用） 

■基準価額の推移（2015年 7月 22日～2016年 7月 22 日） 

（円） 

 

■1口当たりの費用明細（2015年 7月 23日～2016年 7 月 22日） 

 

(注 1)各期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 

(注 2)消費税は報告日の税率を採用しております。 

(注 3)各金額は項目ごとに円未満は四捨五入して表示しております。 

(注 4)売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 

(注 5)各比率は 1 口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を各期中の平均基準価額で除して 100 を乗じたもので、項目ごとに小数第３位 

未満は四捨五入して表示しております。 

 

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

金額 比率

平均基準価額 21,317円 各期中の平均基準価額です。

(a)信託報酬 244 円 1.145 % (a)信託報酬＝各期中の平均基準価額×信託報酬率

　 (投信会社) (230)  (1.080)     委託した資金の運用の対価

　 (販売会社) (2)  (0.011)  
   交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
   ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価

　 (受託会社) (12)  (0.054)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

(b)売買委託手数料 35   0.165   
(b)売買委託手数料＝各期中の売買委託手数料÷各期中
   の平均受益権口数

　 (株式) (35)  (0.165)  
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、
   売買仲介人に支払う手数料

(c)その他費用 0   0.000   
(c)その他費用＝各期中のその他費用÷各期中の
   平均受益権口数

　 (その他) (0)  (0.000)     ・信託事務の処理等に要するその他費用

合計 279  1.310  

当期

2015年7月23日～2016年7月22日項目 項目の概要

ＳＢＩ中小型割安成長株ファンド 

ジェイリバイブの騰落率は 

-4.1％でした。 
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■上位 10銘柄（中小型割安成長株・マザーファンド、2016年 7月 22日現在） 

 

（注 1）比率は、純資産総額に対する割合です。 

（注 2）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2016年7月22日現在)

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

組入銘柄数 54銘柄

ピーシーデポコーポレーション　　　　　　 小売業 円 日本 2.9％
ワコム　　　　　　　　　　　　　　　　　 電気機器 円 日本 2.9％

東京精密　　　　　　　　　　　　　　　　 精密機器 円 日本 3.0％
ニチハ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ガラス・土石製品 円 日本 3.0％

前田工繊　　　　　　　　　　　　　　　　 その他製品 円 日本 3.1％
くらコーポレーション　　　　　　　　　　 小売業 円 日本 3.0％

プレステージ・インターナショナル　　　　 サービス業 円 日本 3.3％
ジェイコムホールディングス　　　　　　　 サービス業 円 日本 3.1％

ヒラノテクシード　　　　　　　　　　　　 機械 円 日本 3.5％
福井コンピュータホールディングス　　　　 情報・通信業 円 日本 3.3％

銘柄名 業種／種別等 通貨 国（地域） 比率
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２.ザ・２０２０ビジョン（適格機関投資家用） 

 

■基準価額の推移（2015年 12 月 18日～2016年 12月 19 日） 

（円） 

 

■1万口当たりの費用明細（2015 年 12月 19日～2016 年 12月 19 日） 

 
(注 1)各期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法によ

り算出した結果です。 

(注 2)消費税は報告日の税率を採用しております。 

(注 3)各金額は項目ごとに円未満は四捨五入して表示しております。 

(注 4)売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対

応するものを含みます。 

(注 5)各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

(注 6)当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「1万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入れ上位

ファンドの概要」に表示することとしております。 

(注 7)各比率は 1万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を各期中の平均基準価額で除して 100を乗じたもの

で、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入して表示しております。 

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

金額 比率

平均基準価額 12,252円

(a)信託報酬 80 円 0.650 % 

　 (投信会社) (73)  (0.596)  

　 (販売会社) (1)  (0.011)  

　 (受託会社) (5)  (0.043)  

(b)売買委託手数料 215   1.754   

　 (株式) (214)  (1.743)  

　 (投資信託証券) (1)  (0.010)  

(c)その他費用 6   0.046   

　 (監査費用) (3)  (0.025)  

　 (その他) (3)  (0.021)  

合     計 301   2.450   

   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に
   支払う手数料

(b)売買委託手数料＝各期中の売買委託手数料÷各期中の平均
   受益権口数

(c)その他費用＝各期中のその他費用÷各期中の平均受益権口数

   ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費
     用およびその他費用

   ・その他は、金銭信託に係る手数料

2015年12月19日～2016年12月19日

各期中の平均基準価額です。

   運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

項目の概要項      目

(a)信託報酬＝各期中の平均基準価額×信託報酬率

   交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの
   管理、購入後の情報提供等の対価

   委託した資金の運用の対価

当 期

ザ・２０２０ビジョンの 

騰落率は-2.0％でした。 
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■上位 10銘柄（ザ・２０２０ビジョン・マザーファンド、2016年 12月 19 日現在） 
 

  銘柄名 業種 比率 

1 ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ            精密機器 4.72% 

2 クボテック                精密機器 3.06% 

3 科研製薬                 医薬品 2.92% 

4 メタウォーター              電気・ガス業 2.55% 

5 日立製作所                電気機器 2.54% 

6 新日本科学                サービス業 2.52% 

7 前田道路                 建設業 2.39% 

8 東洋エンジニアリング           建設業 2.36% 

9 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ    銀行業 2.28% 

10 三菱重工業                機械 2.12% 

  組入銘柄数 52 

（注）比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 
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３.ひふみ投信 

■基準価額の推移（2015年 9月 30日～2016年 9月 30 日） 

（円） 

 

■1万口当りの費用明細（2015 年 10月 1日～2016年 9 月 30日） 

 

■組入上位 10銘柄（ひふみ投信・マザーファンド、2016年 9月 30日現在） 

 

27,000

28,000

29,000

30,000

31,000

32,000

33,000

34,000

35,000
ひふみ投信の騰落率は 

+7.2％でした。 
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４. ＴＭＡ長期投資ファンド（適格機関投資家限定） 

■基準価額の推移（2015年 5月 15日～2016年 5月 16 日） 

（円） 

 

■1万口当りの費用の明細（2015 年 5月 16日～2016年 5月 16日） 

 

■組入上位 10銘柄（ＴＭＡ長期投資・マザーファンド、2016年 5月 16 日現在） 

 

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000 ＴＭＡ長期投資ファンドの

騰落率は-2.1％でした。 
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５. ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｵﾎﾟﾁｭﾆﾃｨｰｽﾞ･ﾌｧﾝﾄﾞ USD ｸﾗｽ（ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ籍 US ﾄﾞﾙ建て外国投資信託証券） 

■基準価額の推移（2015年 6月 30日～2016年 6月 30 日） 

（米ドル） 

 

 

2.0
2.2
2.4
2.6
2.8
3.0
3.2
3.4 ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｵﾎﾟﾁｭﾆﾃｨｰｽﾞ･ 

ﾌｧﾝﾄﾞ USD ｸﾗｽの騰落率は 

+27.7％でした。 
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６.さわかみファンド 

■基準価額の推移（2015年 8月 24日～2016年 8月 23 日） 

（円） 

 

■1万口当たりの費用明細（2015 年 8月 25日～2016年 8月 23日） 

 

■組入上位 10銘柄（2016年 8月 23日現在） 

 

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000 さわかみファンドの 

騰落率は-8.3％でした。 
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７.ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドＳＡ（適格機関投資家限定） 

■基準価額の推移（2015年 12 月 25日～2016年 12月 26 日） 

（円） 

 

■1万口当たりの費用の明細（2015年 12月 26日～2016 年 12月 26日） 

 

■上位 10銘柄の推移（2016 年 12月 26 日現在） 

 

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000 ニッポンコムジェスト・ 

ヨーロッパ・ファンドＳＡの

騰落率は-8.2％でした。 
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８. ｺﾑｼﾞｪｽﾄ･ｸﾞﾛｰｽ･ｱﾒﾘｶ（ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ籍 US ﾄﾞﾙ建外国投資法人） 

■基準価額の推移（2015年 6月 30日～2016年 6月 30 日） 

（米ドル） 

 

 

15.50

16.00

16.50

17.00

17.50

18.00

18.50

コムジェスト・グロース・アメリカの

騰落率は+4.3％でした。 
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９．SBI中小型成長株ファンド ネクストジャパン （適格機関投資家専用） 

■基準価額の推移（2016年 1月 22日～2017年 1月 23 日） 

（円） 

 
■1口当たりの費用明細（2016年 1月 23日～2017年 1 月 23日） 

 

(注 1)各期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、簡便法により算出した結果です。 

(注 2)消費税は報告日の税率を採用しております。 

(注 3)各金額は項目ごとに円未満は四捨五入して表示しております。 

(注 4)売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものです。 

(注 5)各比率は 1口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を各期中の平均基準価額で除して 100を乗じたもの 

で、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入して表示しております。 

 
 

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

金額 比率

平均基準価額 19,840円 各期中の平均基準価額です。

(a)信託報酬 228 円 1.148 % (a)信託報酬＝各期中の平均基準価額×信託報酬率

　 (投信会社) (215)  (1.083)     委託した資金の運用の対価

　 (販売会社) (2)  (0.011)  
   交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
   ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価

　 (受託会社) (11)  (0.054)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

(b)売買委託手数料 28   0.142   
(b)売買委託手数料＝各期中の売買委託手数料÷各期中
   の平均受益権口数

　 (株式) (28)  (0.142)  
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、
   売買仲介人に支払う手数料

(c)その他費用 0   0.000   
(c)その他費用＝各期中のその他費用÷各期中の
   平均受益権口数

　 (その他) (0)  (0.000)     ・信託事務の処理等に要するその他費用

合計 256   1.290   

当期

2016年1月23日～2017年1月23日 項目の概要項目

ＳＢＩ中小型成長株ファンド 

ネクストジャパンの騰落率は

+32.8％でした。 



- 23 - 

 

■組入上位 10銘柄（中小型成長株・マザーファンド、2017年 1月 23日現在） 

 

（注 1）比率は、純資産総額に対する割合です。 

（注 2）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2017年1月23日現在)

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

組入銘柄数 49銘柄

ダイセキ環境ソリューション　　　　　　　 建設業 円 日本 3.1％
船井総研ホールディングス　　　　　　　　 サービス業 円 日本 3.0％

アークランドサービスホールディングス　　 小売業 円 日本 3.2％
クスリのアオキホールディングス　　　　　 小売業 円 日本 3.1％

ポーラ・オルビスホールディングス　　　　 化学 円 日本 3.7％
ペガサスミシン製造　　　　　　　　　　　 機械 円 日本 3.6％

夢の街創造委員会　　　　　　　　　　　　 情報・通信業 円 日本 3.8％
日本エム・ディ・エム　　　　　　　　　　 卸売業 円 日本 3.7％

ヒビノ　　　　　　　　　　　　　　　　　 サービス業 円 日本 3.9％
日特エンジニアリング　　　　　　　　　　 機械 円 日本 3.8％

銘柄名 業種／種別等 通貨 国（地域） 比率
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１０.Vanguard S&P 500 ETF 

■基準価額の推移（2015年 12 月 30日～2016年 12月 30 日） 

（米ドル） 
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Vanguard S&P 500 ETF の 

騰落率は+10.5％でした。 
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１１. ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドＳＡ（適格機関投資家限定） 

■基準価額の推移（2015年 12 月 25日～2016年 12月 26 日） 

（円） 

 

■1万口当たりの費用の明細（2015年 12月 26日～2016 年 12月 26日） 

 

■上位 10銘柄の推移（2016 年 12月 26 日現在） 

 

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000 ニッポンコムジェスト・ 

エマージングマーケッツ・ 

ファンドＳＡの騰落率は 

+0.2％でした。 
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１２.ＳＢＩ小型成長株ファンド ジェイクール（適格機関投資家専用） 

■基準価額の推移（2015年 12 月 22日～2016年 12月 22 日） 

（円） 

 
■1口当たりの費用明細（2015年 12月 23日～2016年 12月 22日） 

 

(注 1)各期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、簡便法により算出した結果です。 

(注 2)消費税は報告日の税率を採用しております。 

(注 3)各金額は項目ごとに円未満は四捨五入して表示しております。 

(注 4)売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応 

するものです。 

(注 5)各比率は 1口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を各期中の平均基準価額で除して 100を乗じたもので、項 

目ごとに小数第３位未満は四捨五入して表示しております。 

 

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

金額 比率

平均基準価額 13,025円 各期中の平均基準価額です。

(a)信託報酬 149 円 1.145 % (a)信託報酬＝各期中の平均基準価額×信託報酬率

　 (投信会社) (141)  (1.080)     委託した資金の運用の対価

　 (販売会社) (1)  (0.011)  
   交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
   ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価

　 (受託会社) (7)  (0.054)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

(b)売買委託手数料 19   0.149   
(b)売買委託手数料＝各期中の売買委託手数料÷各期中
   の平均受益権口数

　 (株式) (19)  (0.149)  
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、
   売買仲介人に支払う手数料

(c)その他費用 0   0.000   
(c)その他費用＝各期中のその他費用÷各期中の
   平均受益権口数

　 (その他) (0)  (0.000)     ・信託事務の処理等に要するその他費用

合計 168   1.294   

項目

当期

項目の概要2015年12月23日～2016年12月22日

ＳＢＩ小型成長株ファンド 

ジェイクールの騰落率は 

+16.3％でした。 
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■組入上位 10銘柄（小型成長株・マザーファンド、2016年 12月 22 日現在） 

 

（注 1）比率は、純資産総額に対する割合です。 

（注 2）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2016年12月22日現在)

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

3.1％
3.0％
3.0％
2.9％
2.9％

組入銘柄数 51銘柄

比率
3.7％
3.3％
3.3％
3.2％
3.1％日本

日本
日本
日本
日本
日本

円
円
円
円
円

国（地域）
日本
日本
日本
日本

通貨
円
円
円
円
円サービス業

サービス業
サービス業
化学

サービス業
情報・通信業

ウィルグループ　　　　　　　　　　　　　
ＫｅｅＰｅｒ技研　　　　　　　　　　　　
竹本容器　　　　　　　　　　　　　　　　
インソース　　　　　　　　　　　　　　　
ビジョン　　　　　　　　　　　　　　　　

業種／種別等
機械

サービス業
小売業

サービス業
アビスト　　　　　　　　　　　　　　　　

銘柄名
ヤマシンフィルタ　　　　　　　　　　　　
ジャパンマテリアル　　　　　　　　　　　
シュッピン　　　　　　　　　　　　　　　
Ｍ＆Ａキャピタルパートナーズ　　　　　　
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為替レート（米ドル／円） 

■期間中の推移（2016年 2月 25 日～2017年 2月 27日） 
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当期の対米ドルの為替レートは

0.01％の円安でした。 


